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調査結果レポート 
 

 

 

 

 

 

 

調査案件  環状線K地区にて発見された洞窟調査 

 

 方 法： 

 

 

 

 

＜科学分析＞ 

ソナー探知機による洞窟の追跡 

石壁構成鉱石の組成分析・年代測定 

＜実務調査＞ 

登記簿調査 

冒険者による素行調査 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果概要 

 

 

 

 

 

 

 結果： 

 

 

 

 

・洞窟の石材は2000年以上前に切り出され、 

加工されている。 

・洞窟は閉鎖したショッピングセンターの敷地内まで 

続いていることを確認した。 

・敷地管理者に要調査事項があったため、 

追加で素行調査を行った。                             

依頼人 （機密にて表記せず） 

 
シャイニング・アルバトロス 

責任者：トミー 

〒○○○○ カガリウェスト2-8-A 

TEL Ho-Wiz-tommy5  

URL http://www.tommygohome.dnd.×/ 



１．調査目的 
 
環状線K地区にて発見された洞窟について素性を明らかにし、工事に影響が出ないような処置

が取れるのかを確認すること。 

 

２．調査手法 
 

＜科学分析＞ 
ソナー探知機による洞窟の追跡 

ラパン技術工業社製March Hare2028にて測定 

オペレーター：出目帝八主任（地下鉄公団） 

 

石壁構成鉱石の組成分析・年代測定 

カガリ総合化学研究所「そら何時の話や！君」にて測定 

オペレーター:綾川ヒサシ助教授（カガリ総合化学研究所） 

 

 

＜実務調査＞ 
登記簿調査 

オフィス：ニシマチにて調査 

 

冒険者による素行調査 

アルバトロス･ホワイト担当員が72時間の尾行・現地滞在調査を行った。 

 

３．調査報告 
 
ソナー探知機による洞窟の追跡調査の結果、ライガルショッピングセンター（以下、甲）の敷

地内まで続いていることを確認した。発掘箇所から甲の敷地までは約1マイル。洞窟の高低さは

5ft以内で、ほぼ水平に存在している。 

 

石壁の分析の結果、以下のことが判明した。 

・石は2000年以上前に切り出されて加工されていること。 

・この系列の石は古代の貴族階級の遺跡で良く用いられていること。 

 

 甲について、確認された事実を記す。 

・7年前に開業したが、6年前に売り上げ不振を理由に閉鎖した。 

・直後、建物所有者がライガル社から北林鳴雅（以下、乙）の会社に変更された。 

・乙はカガリウェストの飲食店ビルのオーナー職についているが、 

甲を用いた事業計画は存在しない。 

・甲は警備会社「ショルド」社と契約を結び、24時間体制で警備員を配置している。 

・正面ゲートにバグベア4人、管理ビル玄関に2人、地下駐車場入り口に4人の組と 

なっている。8時間交代（8:00,16:00,24:00）でその間休憩は一切取らない。 

・毎日12:00、19:00に大型トレーラーが甲の敷地内、地下駐車場に入っていく。 

・現在は店舗建物にはビニールシートが張られており、内部を確認することは不可能。 

隣接する管理用ビルには張られていないが、常に全ての窓でブラインドが降りている。

隙間から蛍光灯による明かりが確認された。 



 

４．ヒアリング内容 
 
甲の売り上げは決して悪くなかった。むしろ業績はトップクラスだっただけに閉鎖が決まった

ときは誰もが驚いた。 

閉鎖直後にバグベアの警備員たちが配備された。  

近くを車で通りかかったとき、犬の遠吠えに似たおぞましい声が聞こえてきたことがある。車

を止めていると直ぐに警備員がやってきて移動させるよう脅迫された。 

 

実際のビル経営は乙以外の人間が担当しており、会社にも一切顔を出さない。 

乙に実際会ったことのある人間はかなり少ない。 

 

「ショルド」社で導入されているガードロボットの性能を以下に示す。メーカー出荷時にはペ

イント弾発射仕様になっているが、「ショルド」社で使用される場合には実弾が配備されている

可能性が高い。 

60ft以内でIDカードを持たない36度前後の熱源を感知した場合に反応し、1分以内にカード

を掲示するよう警告を発する。1分以内にIDカードの提示が無い場合はセキュリティセンター

で警報がなり、ガードロボットは不審者に対してペイント弾射撃を行う仕様になっている。 

正規の手順を踏まずに（物理的な破壊などで）停止状態になった場合、モニターしているセキ

ュリティセンターで即座に警報が鳴る仕組みになっており、迂闊に破壊するべきではない。 

 
ガードロボット 

小型サイズの人造 

ヒット・ダイス： 2d12＋5 (18hp) 

イニシアチブ： ＋1 

移動速度： 40フィート（車輪） 

アーマー・クラス： 12 (＋1サイズ、＋1【敏】）、接触12、立ちすくみ11 

基本攻撃/組み付き： ＋1/－5 

攻撃： 
ペイント弾＝＋3遠隔接触(ペインティング） 

又は叩きつけ＝＋0近接（1d4-2) 

全力攻撃： 
ペイント弾＝＋3遠隔接触(ペインティング) 

又は叩きつけ＝＋0近接（1d4-2) 

接敵面/間合い： 5フィート/5フィート 

その他の特殊能力： 暗視60フィート、人造の種別特徴、熱源センサー60ft 

セーヴ： 頑健＋0、反応-1、意志＋3 

能力値： 【筋】6、【敏】12、【耐】-、【知】-、【判】10、【魅】10 

技能： - 

特技： - 

脅威度： 1/2 

持ち物： - 

 
＊以上は地元住民・関係者にヒアリングを行った結果である。 

真偽については確認が取れていない。 

 

 

以上 

 


